
 

めざす生徒像  

や やり抜く力をきたえ生きる生徒   

ま 学ぶ意欲を持ち共に努力する生徒  

し 集団の規律を守り高め合える生徒  

ろ 労を惜しまず社会に貢献できる生徒  
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教育目標  

未来を拓く力  よりよく生きる力を育む  

第 7９回卒業証書授与式を行いました 

***答辞より**********   

何気ない日常生活も私の大切な思い出です。私は数え切れない

ほど友達と笑い合ってきました。周りから見れば少し騒がしく見えたか

もしれませんが、そこには私たちにしかわからない楽しさがありました。

「この時間がずっと続けばいいのに」そう思えば思うほど、卒業式が

近づくにつれて「今日という日は今日しかない」という言葉が重みを

増していきました。まだ、一、二年生にはこの気持ちにピンとこないと思

います。しかし、この何気ない日常は後になってかけがえのない宝物だ

ったと気づくのです。だから、皆さんには 1 日 1 日を大切に過ごして

ほしいです。 

 （中略）  

在校生の皆さん。頼りない部分もあったけど、私たちについてきてく

れて、頼ってくれてありがとうございました。皆さんのおかげで先輩とし

ての自覚を持つことができました。また、先輩・後輩という壁を感じさ

せることなく、親しく接してくれたのも嬉しかったです。あまり深く考えた

ことはなかったのですが、全力で何事にも取り組めることは本当に素

晴らしいことだと思います。全力でやりきって失敗したときは自分を褒

めてあげることができます。しかし、中途半端に終われば、後になって

から自分を責めることになります。私はそれを、受験勉強で実感しまし

た。まだ皆さんには中学校生活が残っています。全力でしたときの失

敗や経験を糧に成長していってほしいです。これからの山代中学校を

背負っていくのは皆さんです。私たち以上に山代中学校を盛り上げて

くれることを期待しています。 

***送辞より********** 
次は私達２年生が３年生のようにお手本になる番です。正直、不

安もありますが、先輩方が教えてくださったことを大切にし、山代中学

校をさらに盛り上げていきたいと思います。  ３年生の良さは、どの行  

PTA より記念品授与  

卒業記念品寄付目録贈呈  

別れの歌  



   

保護者の皆様へ 
３月２５日(水 )から春休みとなります。

春休み中、お子さまのことで心配なこと

などがありましたら、学校までご連絡をお

願いします。 

山代中学校  ℡ ７６－００４４  

日々の活動の様子は、山代中学校ホームページに載せてありますのでご覧ください。 

https://cms.ishikawa-c.ed.jp/yamasj/ 

離任式について 

３月２７日(金 )、午前９時から離任式を

行います。お世話になった先生方を送る大

切な式です。時間を確認して遅れないよう

に参加してください。  

 

 

２月２７日 (金 )、２年生のキャリア教育の一環として、

大聖寺高校の 2 年生に来ていただき、「3 年後の自分

に会う授業～３年前の自分に、胸張れる私になる～」を

開催しました。高校生活の現状や進路選択について直

接高校生からお話を聞くことで、高校生活への具体的な

イメージを持ち、今後の進路に対する意識を高める良い

機会となりました。参加してくださいました大聖寺高校２

年特進クラスの皆さん、ありがとうございました。 

２月２１日（土）、一人暮らしの高齢者と中学生との交

流会が開催されました。当日は、ボランティアの生徒 15

名が参加して、3 年生の総合的な学習の時間の取組で

ある「地域への提言」を発表し、その後、トランプやカル

タ、合唱などを行い、みんなで楽しい時間を過ごすことが

できました。参加した生徒の中には、昨年度に引き続き 2

回目の参加となった生徒もいました。参加した生徒の皆

さん、ありがとうございました。また、この交流会を開催する

にあたって、ご尽力をいただきました関係者の皆様に感

謝申し上げます。 

***２年生「３年後の自分に会う授業」*** 

 

***一人暮らしの高齢者との交流会が開催されました*** 

 

事にもみんな本気で取り組み、最後までやりぬく、ねばり強さだと思っています。どうか高校で

もその粘り強さを活かして、さまざまなことに挑戦してください。失敗することもときにはあるか

もしれません。しかし、失敗を恐れずに壁を乗り越えていくことで、きっと自分たちの道も広がっ

ていくはずです。そして、その経験の積み重ねが、山代中学校の校訓である「わたしもあなたも

幸せになる社会をつくる人」へとつながっていくのだと思います。  

 最後になりますが、卒業生の皆さんの未来が、希望と笑顔に溢れたものになることを心か

ら願っています。 


